














はじめに 

 無尾目両生類のオタマジャクシは魚類ほど明確な Schooling を示さないが,いくつかの

種で集団を形成することが知られている.その際,視覚をはじめさまざまな感覚刺激が集合

行動を誘発するものと思われる. 

 我々が研究対象とするアフリカツメガエルのオタマジャクシ(Xenopus laevis tadpole)

の集団形成に関する野外データは乏しいが,視覚性の集合,逃避行動について,既にいくつ

かの報告がなされている.たとえば黒色の塊状物体をオタマジャクシ集団に呈示すると,強

い逃避反応が起こり,逃避集団の空間分布は刺激物体の視角的大きさ(Stimulus angular 

size)に依存するようである.これは彼らの天敵である親カエルに対する回避行動

(Avoiding behavior)で種に特有のものではないかと見られている.また仲間との出合わせ

実験において,仲間の個体数を変えて呈示すると,オタマジャクシはその数によって,接近,

逃避反応を起こす.(図 2)この場合,逃避反応は仲間の個体数が多いほど大きく,刺激群(仲

間)の個体数増加に伴う集団の黒色化が先の回避行動を誘発するのではないかと推測され

ている.このような仲間の個体数に応じた接近,逃避行動は,オタマジャクシの集団密度の

視覚的な認知の問題と関連して興味深いものがある. 

 以上の背景をもとに,我々は(1)仲間との出合わせ実験をはじめとして(Ⅱ)静止図形刺激

を用いた接近,逃避行動の解析,またこれらの行動における(Ⅲ)集団の効果(Ⅳ)経験(学習)

の効果を明らかにする目的でいくつかの行動実験を行った. 


